
15SCAP２０１２ １．教育研究を通した地球環境及び地域環境への配慮

サステイナビリティに関する教育の実施
サステイナビリティ
に関係するカリキュ

夏至の夜キャンドルナイト

サステイナビリティ関連科目
一覧表

所属 開講科目

工学研究院 人間環境計画学

に関係するカリキュ
ラム調査を行った

＊学部カリキュラム 5411コース中
サステイナビリティに特化したコース工学研究院 人間環境計画学

工学研究院 社会資本政策学

農学研究院 森林社会学

理学研究院 地球化学特論

水産科学研究院 生産環境安全管理特論

サ テイナ リティ 特化し
２９４／５４１１

サステイナビリティに関連したコース
３９０／５４１１

サステイナビリティに関する学生活動の発展
〇持続可能な発展のための学生会議（SCSD)との協働

・夏至の日に省エネを考えるキャンドルナイト開催夏 省 を考 ナ 開催
〇環境科学院環境貴学専攻「実践環境科学コース」への支援

・サステナビリティウィーク期間中の北大ベロタクシーの運行
・「星野リゾート・トマム」での「雲の学校」実施

体験型環境,環境教育として雲海テラス，雪の結晶ストラップ作成,

キャンパスを利用した環境負荷低減に関する研究の推進
〇学際大規模計算機システム空調設備に関する研究会

・外気冷房による空調設備の効率的な運用 アカデミッククラウドへの

ベロタクシー

外気冷房による空調設備の効率的な運用，アカデミッククラウド の
学内サーバー類の集約化による節電効率向上を目的とし，情報基盤
センター及びサステイナブルキャンパス推進本部が相互に連携・協力
の上検証を進めている。

雪の結晶ストラップ雪の結晶ストラップ



16SCAP２０１２ ２．環境情報の発信による社会への貢献－学内外への周知・啓発

電力「見える化」事業，環境広場さっぽろ出展，環境報告書

学内電力見える化

環境広場さっぽろ出展環境広場さっぽろ出展



17SCAP２０１２ ２．環境情報の発信による社会への貢献－学内外への周知・啓発

サステイナブルキャンパス活動の積極的な対外発信



18SCAP２０１２ ２．環境情報の発信による社会への貢献－国内外のネットワーク構築

サステイナブルキャンパス構築に関する国際シンポジウム２０１１及びエキスパート会議

平成２３年１０月２６－２７日にサステイナビリティ・ウィークの一環として、サステイナブルキャ
ンパス国際シンポジウム２０１１及びエキスパート会議を行った

サステイナブルキャンパス構築に関する国際シンポジウム２０１１及びエキスパ ト会議

ンパス国際シンポジウム２０１１及びエキスパ ト会議を行った。

米国及び日本におけるサステイナブルキャンパスに関するトップランナーの大学からサステ

サステイナブルキャンパスの構築－これまでの取組(Achievements)と今後の課題(Challenges)

米国及び日本におけるサステイナブルキャン スに関するトップランナ の大学からサステ
イナビリティ・オフィスの職員やキャンパス計画に関わっている教員など合計８名のスピーカ
ーを招聘。国立大学法人関係者や企業関係者をはじめ，市民・学生など，約１６０名が参
加した。

・米国大大学のアクションプランについて紹介
・国内の大学の取り組み事例について紹介
・本学のＳＡＣＰ２０１２（案）について議論

ポートランド州立大学、オレゴン大学
大学 校

招聘したトップランナー大学

カリフォルニア大学バークレー校
スタンフォード大学、工学院大学
千葉大学、名古屋大学、九州大学



19SCAP２０１２ ２．環境情報の発信による社会への貢献－地域・行政との協働

サステイナブルキャンパス構築に関する国際シンポジウム２０１２及びエキスパート会議サステイナブルキャンパス構築に関する国際シンポジウム２０１２及びエキスパ ト会議

大学改革シンポジウム

サステイナブルキャンパス国際シンポジウム2012開催概要（案）

テーマ サステイナブルキャンパス構築のための計画とその評価

プログラム －12:30－13:00 受付－
開会挨拶
13:00～13:05 北海道大学理事・副学長 三上 隆テーマ サステイナブルキャンパス構築のための計画とその評価

趣旨

昨年行われた国際シンポジウムでは、日米におけるサステイナブル
キャンパスに関するトップランナーの大学と、これまでの取組
(Achievements)やこれからの課題(Challenges)について紹介いた

だき ブ パ 構築 向 今後 方向性を検

13:00 13:05 北海道大学理事 副学長 三上 隆
来賓挨拶
13:05～13:15 文部科学省（仮）
趣旨説明
13:15～13:30 北海道大学工学研究院 准教授 小篠隆生
ＥＵからのプレゼンテ シ ンだき、サステイナブルキャンパス構築に向けた今後の方向性を検討

しました。

サステナビリティ・ウィーク2012の一環として開催される今回のシン

ポジウムでは、本学とサステイナブルキャンパスに関する国際交流
プロジェクトを協働している欧州３大学からサステイナブルキャンパ

ＥＵからのプレゼンテーション
13:30～14:00 トリノ工科大学
14:00～14:30 ケンブリッジ大学
14:30～15:00  オランダ自由大学
15:00～15:15 質疑応答

ス構築のための行動計画や地域と連携した計画、そしてＰＤＣＡサイ
クルを回すための評価項目及びその評価手法について紹介いただ
き、日欧における計画やその評価項目・手法の違いについて議論し
て、今後のサステイナブルキャンパス構築に向けた知見を得ること
を目的とします。

15:15～15:30 休憩
日本からのプレゼンテーション
15:30～16:00 文部科学省
16:00～16:20  札幌市
16:20～16:40 北海道大学

シンポジウム概要

日時：１０月２９日（月） 午後１時～午後６時

場所：学術交流会館 講堂（同時通訳有）

主催：北海道大学サステイナブルキャンパス推進本部、施設部

共催 般社団法人国立大学協会

16:20 16:40 北海道大学
16:40～16:55 質疑応答
パネルディスカッション
16:55～17:55
パネリスト：各プレゼンテーター

コ ディネ タ 北海道大学工学研究院 准教授 小篠 隆共催：一般社団法人国立大学協会

後援（予定）：文部科学省、北海道、札幌市、日本建築学会北海道
支部、北海道新聞、北海道建設新聞

コーディネーター：北海道大学工学研究院 准教授 小篠 隆
生
閉会挨拶
17:55～18:00



20SCAP２０１２ ３．大学運営に伴う環境負荷の低減ー北の森林プロジェクト

北の森林プロジェクト推進計画

• 本学が所有する65,000haの研究林を有効活用し、地球温暖化防止に寄与する。

本学の二酸化炭素固定に関する基本方針
• 本学のCO2排出量は電力使用量に由来するものが約６割を占め、利用する電気事業者の二酸化気

炭素排出係数により排出量が大きく変動する。 本学の2010年度CO2排出量は83,832t-CO2である。
• 本学の約65,000haの研究林のCO2吸収量は、年平均で約116,000tである。
• 研究林によるCO2吸収量を本学の教育研究活動における排出量と直ちに相殺せず、CO2排出削

減努力を継続するとともに、CO2吸収量をクレジット制度等の利用により有効活用する方策を推進
する

研究林

１．除間伐推進プロジェクト ２．植林推進プロジェクト ３．環境教育プロジェクト

研究林の除間伐による二酸
化炭素吸収量をカーボン・クレ

寄付金を増大させ、未立木
地を対象に植林による森林

森林をテーマとした環境教
育を推進する。

する。

化炭素吸収量をカ ボン クレ
ジット化し、その売却益により研
究林の森林機能を向上させる。

カーボン・クレジット化の可能
量：約6,800t-CO2

地を対象に植林による森林
再生を行い、研究林のCO2
吸収量を増加させる。

育を推進する。

• 主に天塩・中川研究林を対
象

• 環境省のJ-VER制度を利用
• クレジット化に要する費用：

• 主に雨龍研究林を対象

• 北大フロンティア基金への
寄付の増大

• 森林再生過程の「見える

• 全研究林を対象

• 環境教育と森林再生事
業を結びつける新たなタ
イプの環境教育プログラ

600～700万円程度
• クレジット化による売却益：

4,200万円程度（想定）
• 除間伐材の有効利用対策の

検討

化」（ビジットツアー、スタ
ディツアー等の企画）

• 植林証明書の発行

ムの創出

検討



図書館メデｨアコート

SCAP２０１２ ３．大学運営に伴う環境負荷の低減－建物の省エネ対策，３R対策

方 策 項 目 内 容

達成状況のモニタリング及びフィ ドバ ク

1.1 削減目標の達成
・達成状況のモニタリング及びフィードバック
・二酸化炭素以外の環境負荷の調査及び目標設定
・目標達成率の特に顕著な部局等に対する表彰

省 徹

・新築・改修工事について省エネ設計の徹底

（断熱材、高断熱窓枠、暖房方式の転換、昼光センサー、
ホ ム分電盤 プルタイプスイッチ インバ タ装置 高

1. 省エネ対策の推進

1.2 省エネ設計の徹底
ホーム分電盤、プルタイプスイッチ、インバータ装置、高
効率型トランス、集中運転管理装置、ＬＥＤランプ、間伐
材、日射遮蔽装置等）
・二酸化炭素排出量の多い部局を重点とした省エネ診断

1.3 省エネタイプ器具 ・ボイラー、空調機器、照明機器等の高効率機器への取替

外断熱工法の採用 風除スペ スの設置 照明用赤外セ
1.3 省 ネタイプ器具
の導入

・外断熱工法の採用、風除スペースの設置、照明用赤外セ
ンサー等の設置

1.4 再生可能エネル
ギーの導入

・太陽光・地下熱・風力・バイオマスエネルギー利用に係
る可能性の検討
・小規模施設等における再生可能エネルギー導入に関する
検討

環境保全センター長指
揮による全学ごみ分析

検討

1.5 入構車両の抑制

・車両の入構抑制を引き続き進める
・キャンパス内の動線計画の具体化

（南キャンパス中央モールの歩行者動線、西門・桑園門か
らの自動車動線等）

1.6 省スペースの徹底
・無駄な建物・スペースの削減
・有効に活用されていない建物・スペースの点検・評価

2 学内における３R

2.1 数値目標の設定
・リサイクル率の向上
・一般ごみの年間総量を、6,000㎥以下とする
・分別ゴミ箱に係る規格の統一化

2. 学内における３R
の徹底 2.2 ボトムアップ型エ

コキャンパス活動
・「環境科学院ごみ削減プロジェクト」の「見える化」対
策等の全学的な推進

2.3 生ごみなど有機性
廃棄物の循環利用

・食料残渣、シュレッダー化した紙ごみ、緑化ごみ等を資
源として認識し再利用する廃棄物の循環利用



22SCAP２０１２ ３．大学運営に伴う環境負荷の低減ー有機性廃棄物の循環利用

学内堆肥化プロジェクト
図書館メデｨアコート

「少年よ，堆肥を抱け！」

〇大学生協食堂で発生する食物残渣(生ごみ），学内
農場から派生する乳牛 糞尿をそれぞれ堆肥農場から派生する乳牛の糞尿をそれぞれ堆肥にし
て学内農場で使用し，その堆肥で育てた野菜を学
内で消費し，再び堆肥化という循環システムの構築
を目指すプロジェクト。

バイオトイレ

家畜舎バイオガスプラント
少年よ，堆肥を抱け！

伐採木50㎥伐採木50㎥



23SCAP２０１２の活動の評価検証 総合環境評価システムの構築 ＳＴＡＲＳ国際パイロット

STARS International Pilot へ参加

STARS(Sustainability Tracking, Assessment & Rating System)は北米の高等教育機関
のサステイナビリティ評価システム
運営主体は高等教育サステイナビリティ推進協会 AASHE(Association for Advancement運営主体は高等教育サステイナビリティ推進協会 AASHE(Association for Advancement
of Sustainability in Higher Education) 

以下の３分野について合計１３５個の評価項目が設けられて
いるいる

カテゴリー１ 教育･研究（サステイナビリティに関する教育プログラムや研究等）
カテゴリー２ キャンパスの管理(建物の環境性能､エネルギー消費､廃棄物処理等)
カテゴリー３ 計画･運営･地域連携(キャンパス計画、環境負荷低減策､地域活動等)P

D
現状（before） STARSを使って把握

D
C
A
P

将来像実現のための変化

成果（after）

大学が何かを「備えている」「提供して
いる」という事実の把握だけでなく、ど
のような変化を起こし、どのような成果
が出ているのかを評価する仕組みが必要

P
D
C
A 成果（after）

将 来 像

が出ているのかを評価する仕組みが必要。

持続可能な大学とは何か？

その将来像を描く

P
・
・



24SCAP２０１２の活動の評価検証 総合環境評価システムの構築 ＳＴＡＲＳ国際パイロット

分
野

ク
レ
ジ
ッ
ト
番

クレジット
タイトル

配
点

評価項目 STARS評価項目例

Category 1  Education & Research　教育・研究

5

サステナビ
リティ・
コースの特
定と周知

3

パート1:異なる部局に属する最低3名の教員を含む委員会で、「サステナビリ
ティ」のカリキュラムを明確に定義している

パート2:サステナビリティに「特化した」コースと「関連した」コースとを
識別している

パート3:サステナビリティ・コースの一覧をオンラインで一般公開している

14

キャンパス
の車両につ
いて

2

よりクリーンな燃料や燃費のよい車両を使っている
（台数調査）
・ハイブリッド車両
・プラグインハイブリッド車両
・天然ガス車両
・水素自動車
・バイオディーゼル車

Category 2  Operations　キャンパスの管理 Category 3  Planning, Admin. & Engagement　計画・運営・地域連携

19 地域連携 2
大学が位置する地域のコミュニティ（学校、NPO、自治体など）と
公式に連携している

6

サステナビ
リティに特
化したコー
スの設置

10

サステナビリティに特化した正規の学科で、サステナビリティの概念や原則
等を教えている

サステナビ サステナビリティへの導入に役立つ関連コースを提供している（再生可能エ

・バイオディーゼル車
・バイオエタノール車

15
学生の通学
手段

4

学生がより望ましい方法で大学に通学している
（人数調査）

徒歩、自転車、カーシェアリング、公共交通機関、バイク、スクーター、
キャンパスバス これらの組み合わせ

20 他大学連携 2
ほかの大学、研究所等と連携し、持続可能性の問題に関する活動経
験等を共有している

生涯学習

Part 1 持続可能性に特化した成人向け生涯授業・講義を開講して
いる（単位取得可能なものはここでは含めず、Curriculum

b に含める ）

地
域
連

7

サステナビ
リティ関連
コース

10

サステナビリティへの導入に役立つ関連コースを提供している（再生可能エ
ネルギー等、サステナビリティの特定の側面を取り上げたものも可）。

12

サステナビ
リティ体験
プログラム

2
キャンパス内外、国内外を問わず、サステナビリティに特化した体験プログ
ラムがある（1学期をエコ・ヴィレッジで過ごすなど）

カリ
キュ
ラム

キャンパスバス、これらの組み合わせ

16
職員の通勤
手段

3

職員がより望ましい方法で大学に通勤している（人数調査）

徒歩、自転車、カーシェアリング、公共交通機関、バイク、スクーター、
キャンパスバス、これらの組み合わせ

交
通
計
画

21 生涯学習 7 subcategoryに含める。）
Part 2 持続可能性に関する資格が得られる生涯学習コースを開講
している

24 大学の政策
提言

4
大学が、国や自治体等に大学の持続可能性について先進的な方針を
提示・進言している（学生による提示は除く）

連
携

13

サステナビ
リティ教育
の効果の検
証

2

パート1:学生に対し、サステイナビリティに関する知識を問うテスト（サス
テナビリティ・リテラシー診断）を実施している

パート2:同じ学生に対し追跡調査を行っている

サステナビ
リティ・

サステナビリティ・コースの新規開設や 既存のコースへのサステナビリ

Tie
rTw
o
26

自転車の共
有

0.25
自転車を共有するプログラムがある、もしくは地域の自転車シェアリングプ
ログラムに参加している

Ti

25
優良業者と
の取引

4

Part 1 公正労働協会（Fair Labor Association）または労働者の
権利コンソーシアム（Worker Rights Consortium）に加入している

Part 2 指定納入業者プログラム（Designated Suppliers
Program）に加入している

14
コース開設
に対するイ
ンセンティ
ブ

3

サステナビリティ・コ スの新規開設や、既存のコ スへのサステナビリ
ティ導入等を行う教員に対し、資金や時間面での優遇、トレーニング等のイ
ンセンティブを提供している

Tie
rTw
o
28

自転車計画 0.25
キャンパスマスタープランに自転車や歩行者にもっとやさしいキャンパスに
なるための計画が含まれている

Tie
rTw
o
29

全体の交通 0.25
無料キャンパスバスあるいは公共交通機関の割引を大学が実施している（自
治体や大学全国組織からの補助を利用したものも含む）

Tie
rTw
o
34

車の相乗り
利用者に対
する割引

0.25 車やマイクロバスの相乗りの利用者に対して、駐車料金を割引している
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「サステイナブルキャンパス構築のための政策と評価方法の確立」

SCAP２０１２の活動の評価検証 総合環境評価システムの構築 ＥＵ３大学との研究交流

共同研究交流期間「サステイナブルキャンパス構築のための政策と評価方法の確立」
Value Metrics and Policies for a Sustainable University Campus 2012年1月～2013年12月

参加大学 トリノ工科大学、ケンブリッジ大学，アムステルダム自由大学，北海道大学

共同研究交流期間

主旨及び目的
・大学自体がどのようにサステナビリティを捉えて実現を目指すのか、さらに、大学自体をサス
テイナブルキャンパスとしてどのように形成するのか その戦略及び政策が求められている。テイナブルキャンパスとしてどのように形成するのか、その戦略及び政策が求められている。

・キャンパスは大学の資源であると同時に、その大学が立地する都市、地域の社会的資産で
もあり、サステイナブルキャンパスの形成は、大学が果たすべき社会的使命の一つである。

・このプロジェクトでは、EU3大学と北海道大学が連携し、それぞれの大学が持つ独自の視点
や方法論を比較検討 ながら サ イ ブ キ パ 構築 ため 戦略及びそ 評価

ケンブリッジ大学

や方法論を比較検討しながら、サステイナブルキャンパス構築のための戦略及びその評価
方法を構築することを目的としている。

キャンパス利用者の意識調査

サステイナブルキャンパス構築の
ための国際シンポジウム２０１２，
２０１３で中間報告、まとめを行う
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27SCAP２０１２の活動の評価検証 総合環境評価システムの構築 ＥＵ３大学との研究交流

Free University of Amsterdam, Institute for Business and Economic Reserch :
U i l t i li i P ti i ti d i i kiUser involvement in living campus    Participative decision-making

キャンパス利用者の評価システムへの関与・
参加型意志決定手法の開発参加型意志決定手法の開発
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Free University of Amsterdam, Institute for Business and Economic Reserch :
U i l t i li i P ti i ti d i i kiUser involvement in living campus    Participative decision-making

キャンパス利用者の評価システムへの関与・
参加型意志決定手法の開発参加型意志決定手法の開発
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Free University of Amsterdam, Institute for Business and Economic Reserch :
U i l t i li i P ti i ti d i i kiUser involvement in living campus    Participative decision-making

キャンパス利用者の評価システムへの関与・
参加型意志決定手法の開発参加型意志決定手法の開発



30SCAP２０１２の活動の評価検証 総合環境評価システムの構築 ＥＵ３大学との研究交流

Politecnico di Torino, City & Housing Department: University campus assessment

大学キャンパス評価手法の開発
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Politecnico di Torino, City & Housing Department: University campus assessment

大学キャンパス評価手法の開発



32SCAP２０１２の活動の評価検証 現時点で見えてきた課題 地域連携の要請

新たなる地域連携の形の模索:ハードと共にソフト事業へ 連携の高度化への対応新たなる地域連携の形の模索 ドと共にソフト事業 連携の高度化 の対応
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新たなる地域連携の形の模索:社会が大学に求める地域連携 社会の要請

SCAP２０１２の活動の評価検証 現時点で見えてきた課題１ 地域連携が不十分

新たなる地域連携の形の模索 社会が大学に求める地域連携 社会の要請

大学改革実行プラン：社会の変革のエンジンとなる大学づくり 平成２４年６月 ＭＥＸＴ大学改革実行プラン：社会の変革のエンジンとなる大学づくり 平成２４年６月 ＭＥＸＴ
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学生主体の活動がよく見えていない！

SCAP２０１２の活動の評価検証 課題２ 学生主体の活動への更なる関与

学生主体の活動がよく見えて な
〇環境活動のみならずボランテイア活動等の学生活

動の全体像が俯瞰できていない。
〇広範囲に，こちらからの積極的関与が必要

Community Service
The President`s Higher Education Community 

学生のボランテイア活動に対するＳＴＡＲＳの定義

大学が関与し明確に定義している

g y
Service Honor Roll defines community service 
as:
Activities designed  to improve the quality of life 
of off-campus community residents , particularly p y , p y
low-income individuals. Community service 
activities may include but are not limited to : 
academic service learning, co-curricular service 
learning (not part of an academic course, but g ( p ,
utilizing service-learning elements) and other co-
curricular student volunteer activities, as well as 
Work-Study community service and paid 
community service internships. Community y p y
service includes both direct service to citizens 
(e.g. servicing food to the needy) and indirect 
service (e.g. assessing community nutrition 
needs or managing a food bank).g g )


